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論　文　の　内　容　の　要　旨
　甲殻綱の鰓脚亜綱を構成する 4 目（無甲目，背甲目，貝甲目，枝角目）は，両性生殖，雌雄同体自家受精，
雌性産生単為生殖，周期的単為生殖など，古くから多様な生殖様式をもつことで知られている。
鰓脚類の背甲目（カブトエビ目）では，雌雄異体性の種と雌雄同体性の種が存在することは知られていたが，
単に個体群の性比にもとづいて両性生殖や自家受精による繁殖が推測されているに過ぎなかった。近年，産
卵された卵を長期の乾燥から守る厚く堅い卵殻が受精の障害になる可能性が指摘されるなど，カブトエビ類
の生殖様式の詳細は未解明のままであった。本論文は，奈良県橿原市産アジアカブトエビ雌雄異体性個体群，
埼玉県加須市産アメリカカブトエビ雌雄同体性個体群を材料に，背甲目の生殖様式と受精のプロセスを明ら
かにするものである。
　本論文は 3 部から成る。第  部は，アジアカブトエビおよびアメリカカブトエビの生殖巣が成熟する時期
を，厳密な飼育調査で明らかにするものである。多数の孵化幼生を継時固定し，成長にともなう生殖巣の発
達を組織学的手法で詳細に検討した。その結果，雌雄異体のアジアカブトエビの雌と雄の生殖巣はそれぞれ
8 齢と 6 齢で成熟し，雌雄同体のアメリカカブトエビの卵精巣は 5 齢で雄性，8 齢で雌性の機能が成熟
することを明らかになった。生殖様式解明のための実験および観察には性成熟した未交尾個体が必要となる。
上記の結果を受け，アジアカブトエビとアメリカカブトエビの両方において，各個体を 5 齢以降個別に飼
育することで性成熟した未交尾個体を得られることが分かった。
　第 2 部は，アジアカブトエビを対象として，飼育観察と一組の親子の AFLP 解析，卵母細胞，卵殻，精
子の詳細な組織学的観察により，その生殖様式を検討したものである。これらにより，）アジアカブトエ
ビ雌個体の個別飼育下で産卵された卵は孵化しないこと，2）交尾後に産下された卵は正常に孵化すること，
3）雄親個体に由来する DNA 鎖が子個体に受け継がれること，4）産卵直後の硬化していない卵殻に精子は
侵入でき，卵母細胞に到達し受精に至ることなどを明らかにした。以上のことから，アジアカブトエビの生
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殖様式は他家受精であると結論した。
　第 3 部はアメリカカブトエビを対象として，飼育観察と卵母細胞，卵穀，精子の詳細な組織学的観察を行
い，さらにアジアカブトエビの観察結果と比較することにより，アメリカカブトエビの生殖様式を検討した
ものである。これらにより，）アメリカカブトエビ雌雄同体個体は他個体と交尾しないこと，2）個別飼育
下で産下された卵は正常に孵化すること，3）産卵前後の卵殻中に自身の精子が侵入できることなどを明ら
かにした。以上のことから，アメリカカブトエビの繁殖には交尾が不要であること，自身の精子が硬化直前
の卵殻を通過して卵母細胞に到達し受精すること，すなわち，その生殖様式は自家受精であると結論した。
　以上の結果から，奈良県橿原市のアジアカブトエビと埼玉県加須市のアメリカカブトエビはそれぞれ他家
受精と自家受精により繁殖していると結論した。また，これら 2 種のカブトエビ類の卵殻が産卵直後には精
子が侵入・通過できるほど軟らかな状態であること，この卵殻の特徴がカブトエビ類全体に共通しているこ
となどを明らかにし，カブトエビ類の卵殻が受精の妨げとなるとの従来の説を否定した。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　節足動物門，甲殻綱の鰓脚亜綱は生殖様式の多様さで注目される分類群である。しかし，背甲目では，厚
く堅い卵殻が受精の障害になると考えられ，生殖様式の研究が遅れていた。本論文は，雌雄異体と雌雄同体
の 2 種のカブトエビ類を，厳密な飼育調査，組織学的手法，分子生物学的手法によって多角的に観察・解析
して，背甲目の受精プロセスを含めた生殖様式を初めて明らかにしたものである。これらの成果は背甲目や
鰓脚類の生殖様式の研究に大いに資するものである。
　本論文は，骨子は非常に簡明であるが，多数のカブトエビの長期個別飼育，無数の卵の管理と孵化実験，
膨大な数の組織標本の作成と地道な観察などに基づく労作である。本論文は博士論文として十分に高い質と
独創性を有し，当該分野の発展に多大な貢献を成すものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
